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会場、オンライン（視聴のみ）のハイブリッド開催となります。
下記のURLもしくはQRからお申し込みをお願いいたします。
https://gakkai-gran.jp/igg4-17/registration.html

参加申込

概要
IgG4関連疾患の診断基準はこれまでにいくつか提唱されており、病理に限っても複数存在する。
疾患概念が提唱されていた当時は、疾患の拾い上げを念頭に基準が作成されたが、現在ではIgG4
関連疾患の過剰診断が問題となっている。IgG4関連疾患と誤って診断されている症例では、血清IgG4
の上昇がなくても病理学的に診断されていることが多い。病理診断基準を改定する時期を迎えており、
日本だけでなく国際的に受け入れられるためにどのような基準を提唱すべきか皆さんと議論したい。
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